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ごあいさつ

このたび、沼津信用金庫様のご厚意を頂いて、「小説伊勢物語　業平」

と「小説小野小町　花の色は」の挿絵原画展を開催致します。

これらは、小説家で文化功労者の高樹のぶ子氏が、2019 年に日本経

済新聞夕刊で連載された「小説伊勢物語　業平」と 2021 年 9 月から

2023 年 3 月まで月刊誌「ハルメク」に連載された「小説小野小町　花

の色は」の挿絵原画です。

主人公の在原業平と小野小町は平安時代に活躍した歌人であり、それ

ぞれが読んだ和歌を織り交ぜながら美しい言の葉で著された雅な小説

世界を、大和絵風の線と色彩に置きかえて表現してみました。

平安時代の優雅なひと時を、堪能頂ければ幸いでございます。

（連載小説は、日本経済新聞出版から「小説伊勢物語　業平」、「小説小

野小町　百夜」として単行本化されました。）

　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　
——大野俊明

　　　　　　　　　　　　　

大野 俊明（おおの としあき）Toshiaki Ono

1948 年 	 京都に生まれる
1971 年	 京都市立芸術大学美術学部日本画科卒業
　　　　	新制作協会展・日本画部　初入選（同’72）
1972 年	 京都・二条城二の丸御殿障壁画模写事業に参加（2022 年退任）
1973 年	 京都市立芸術大学美術専攻科日本画専攻修了
	 第 17 回シェル美術賞展　3 等賞
1974 年	 第 18 回シェル美術賞展　佳作
1984 年	 第１回横の会展　京都市美術館・池袋アートフォーラム（’93 第 10 回最終展まで）
1985 年	 第 8 回山種美術館賞展
1986 年	 京の四季展　京都文化博物館
1987 年	 第 9 回山種美術館賞展　優秀賞
1989 年	 第 10 回山種美術館賞展　招待出品
1991 年	 タカシマヤ文化基金　第 1 回新鋭作家奨励賞
1992 年	 いのち賛歌・日本画 100 人展　京都文化博物館
	 成安造形大学就任（2013 年退任）
1993 年	 京都市芸術新人賞
1995 年	 個展　流れ行く時の風－古典から現代まで　髙島屋ニューヨーク
1998 年	 第 1 回 NEXT 展　髙島屋京都グランドホール（’07 第 10 回最終展まで）
2002 年	 個展　京・近江－流れ行く風－　髙島屋（京都・日本橋・大阪・横浜・名古屋）
2004 年	 日本画 京の今日展　京都文化博物館
2008 年	 個展　山河行く風　髙島屋（京都・日本橋・大阪・横浜・名古屋）
2009 年	 第 1 回京都日本画新展　美術館「えき」KYOTO（’18 まで 推薦委員として）
2013 年	 日本画こころの京都展　京都文化博物館
2015 年	 京に生きる琳派の美展　京都文化博物館 / 髙島屋日本橋
　　　	 京都市立芸術大学就任（2020 年退任）
2017 年	 京都市芸術振興賞
2020 年	 京都市立芸術大学退任記念展　京都市立芸術大学ギャラリー＠ KCUA
　　	 同時代の表現展　髙島屋（大阪・日本橋）
2021 年	 第 34 回京都美術文化賞
2023 年	 アーティストグループ現生展　京都府立文化芸術会館（同’24）

現在　無所属　成安造形大学名誉教授　日本美術家連盟会員　京都日本画家協会会員

パブリックコレクション
外務省、京都地方裁判所、京都府（京都文化博物館）、富山県立美術館、新潟県立万代島美術館
徳島県立近代美術館、奈良県立万葉文化館、山種美術館、東京オペラシティアートギャラリー
成川美術館、佐藤美術館、郷さくら美術館、岡田茂吉研究所、中信美術館

沼津信用金庫本店のストリートギャラリー
JR沼津駅南口より徒歩5分／夜 10時までライトアップ

ぬましんストリートギャラリー
https://www.numashin.co.jp/street/

https://www.numashin.co.jp/street/

●沼津信用金庫本店のウィンドウギャラリー     ●JR沼津駅南口より徒歩5分      ●夜10時までライトアップ

沼津信用金庫本店 〒410-8610 沼津市大手町5-6-16
                      TEL 055-962-5200

鍋島正一展　光の街 –水の國
2022年11月1日（火）～11月25日（金）

第415回 ぬましんストリートギャラリー

東京駅　120号

　海外旅行の往来がはじまり街に賑わいが戻りつつある中、今月は
画力溢れる鍋島画伯の水の都ベニスや、雨上がりの夜の光に浮かぶ
東京駅を描いた大作等、光の中で色彩輝く作品をお楽しみください。
　ご来廊をお待ち申し上げます。

《作家ご挨拶》
　欧州、とりわけ長く滞在し親しんできたイタリア風景を描いてきました。
澄み切った空気の中、強い光が造る明暗のコントラスト、柔らかい空気が
醸し出す色彩の調和など尽きることのないテーマです。思えば、風景の中に
光と水を求めて来ました。そんな中で、ようやく東京や日本の風景の魅力に
気づいたところです。手強い相手ですが、都会の片隅に咲く草花や夕日に
闊歩する人々の後ろ姿、夜の雨に濡れた歩道の揺めきをヒントに仕事を進めて
いこうと思っているところです。
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「小説伊勢物語　業平」から「あが君」

「小説伊勢物語　業平」から「富士の嶺」

「小説小野小町　花の色は」から「あわれてふ」

「小説小野小町　花の色は」から「二つの手輿」

「小説小野小町　花の色は」から「熾火（おきび）」

「小説伊勢物語　業平」から「芳しき花」

「小説伊勢物語　業平」から「芦屋の灘」 「小説伊勢物語　業平」から「出車」 「小説伊勢物語　業平」から「藤の花房」

「小説伊勢物語　業平」挿絵原画

「小説小野小町　花の色は」挿絵原画


